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12 号 

 ～土中生の活躍～ 
○第 68回青少年読書感想文全国コンクール中学校の部(２月３日)   サントリー奨励賞   3年女子 

○全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト 第 20回香川県大会（２月５日）   金賞代表   ２年女子 

○全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト 第 25回四国支部大会(2月１８日)  優秀賞   ２年女子 

 

 

土庄町教育委員会表彰 
 ３月１日(水)に中央公民館で、土庄町教育委員会表彰式が行われます。今年度のすばらしい活躍がそれぞれ評

価されて、本校から３人の生徒が表彰されます。受賞者とその業績は、次のとおりです。 

・２年男子  第 59 回 香川県中学校新人体育大会  相撲競技  個人戦 第 1 位 

・3 年女子  第 68 回 青少年読書感想文全国コンクール 自由読書 県最優秀 

・3 年女子  第 59 回 香川県中学校生徒作曲コンクール B 部門（自由詩の部）最優秀 

・２年女子  全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト第 20 回香川県大会 打楽器 金賞代表 

特定非営利活動法人 かがわ県

防災教育振興協会より、３年生に防

災タオルを寄贈していただきました。

本当にありがとうございました。 

井の中の蛙大海を知らず されど・・・ 

全校朝礼で生徒たちには伝えましたが、標題の言葉は皆さんご存知のとおり、「自分の知っている世界が

すべてだと思っていて、見識が狭いこと」という中国から伝わったことわざです。ただこの続きには「されど

空の蒼さを知る」という日本に伝わってから付け加えられた部分があります。「狭い世界にいるからこそ深

く詳しく分かることがある」「その場所で一つのことをやり続けた人にはかなわない」という意味です。 

ですから、どんどん外の世界を見て経験を増やし、視野を広げることはとても大切です。それと同時に、

自分の住んでいるところを誇り、その場所で自分のやりたいことを突き詰めていくこと 

も大切です。 

これからの若者たちには、両方の視点をもち、失敗を恐れず、自分の信じる道を突き 

進んでもらいたいものです。                                校長  藤原 一章 

 

1年生 進路に向けての講演会 
 １月２６日（木）に漁師やＹｏｕＴｕｂｅｒとして活躍されている「はま 

ゆう」こと濱田祐輔さんをお招きして、お話しをしていただきました。失敗 

してもあきらめずに前向きに挑戦することの大切さについて、経験談を交え 

ながら生徒たちに伝えてくれました。生徒たちは、自分たちと同じ小豆島で 

生まれ育った先輩の話を熱心に聞き、自分の将来について考えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式に向けての合唱練習 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育振興会 個人・法人・賛助会員の皆様へのお礼】 
 本年度もたくさんの方々からご寄付を賜りまして、本当にありがとうございました。学校行事や部活動の補助
等に有効に使わせていただきました。来年度も、ご理解とご支援をよろしくお願いします。 

コロナウイルス感染症対策として過去２回、歌うことを自粛してお

り、生徒たちをはじめ多くの方が寂しい思いをされていたことと思い

ます。今年度は、対策を講じた上で国歌・校歌の斉唱、「仰げば尊し」 

   「巣立ちの歌」の合唱を実施します。 

多くの時間はとれませんが、生徒た 

ちは音楽の授業や式歌練習に熱心に 

取り組んでいます。卒業式で生徒た

ちの心のこもった歌声が響くことが

今から楽しみです。 



http://www.dochu.ed.jp/ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３・４の行事予定            ※２月２７日現在の予定です。変更する場合がありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 日 曜 行　　　　事

1 水
15:00
ひと便

1 土 学年始休業日～６日

2 木 ○ 2 日

3 金 ○ 3 月

4 土 4 火

5 日 5 水

6 月
11:40

16:00  18:15 6 木

7 火 ○ 7 金
着任式　　始業式
給食なし

8 水
16:00
ひと便

8 土

9 木 ○ 9 日

10 金
12:40
ひと便

10 月 入学式(午後)

11 土 11 火

12 日 12 水

13 月 ○ 13 木

14 火 ○ 14 金

15 水
15:00
ひと便

15 土

16 木 ○ 16 日

17 金 ○ 17 月 PTA全校委員会

18 土 18 火 全国学力･学習状況調査(3年)

19 日 19 水 スピーキングテスト(3年)

20 月 ○ 20 木

21 火 21 金

22 水
15:00
ひと便

22 土 PTA総会　授業参観
振替休業日5/25

23 木 ○ 23 日

24 金
11:50
15:00

24 月

25 土 25 火 ３年生修学旅行

26 日 26 水 ３年生修学旅行

27 月 11:50 27 木 ３年生修学旅行

28 火 11:50 28 金 ３年生修学旅行

29 水 11:50 29 土 昭和の日

30 木 11:50 30 日

31 金 11:50

生徒会各種委員会　45×6時間授業　

生徒会朝礼

ライオンズクラブ杯ジュニアテニストーナメント(県総合運
動公園)

学年末休業日～31日　　柔道強化指定認定会
県中学校軟式野球大会(香川県営他)～４/29

春分の日
県中学生テニス選手権大会(県総合運動公園､亀水)

４　　　月

全校朝礼

公立高校合格者発表
1年進路を考えるつどい(体育館)⑤⑥

四国中学生バレーボール選抜優勝大会(徳島市)～19日

Ｕ14クラブチャンピョンシップ男子バレーボール大会～5日
県中学校女子バレーボール優勝大会～5日

3年3時間授業（給食なし）

公立高校入試(学力)

公立高校入試(面接･適性)

卒業式予行③④　授賞式、皇踏会入会式⑤

２年修学旅行周知会(体育館)19:00～

卒業証書授与式　給食なし

45×6時間授業　１､２年教室移動15:00～

３　　　　月

行　　　　事

１年五色台集団宿泊学習

１年五色台集団宿泊学習

１年五色台集団宿泊学習

終業式　修了式　離任式　給食なし

全国選抜中学校テニス大会(県総合運動公園)～30日

※  部活動の大会等は、このような丸ゴシック体で示しています。

※ ○の中の数字は校時を示しています。

※ PTA関係行事等はゴシック体で示しています。                     　　　　　 ※スクールバス　○＝16:00　18:15

※ 3年生入試関係・試験等は、このような斜体字で表示しています。

 
なかま（人権コーナー） ～「関係ない」はそれって気づけてないかも～ 
 

高校は大阪市内の学校に通いました。駅からは焼き肉屋さんが並ぶ道を通っていました。高校３年のとき、
進路に関する書類を自分で書く時間だったと思います。友だちの N が担任の先生に書類を提出するとき、名
前が２つ書いてあるのがちらっと見えました。軽い気持ちで「名前２つあるん？」と尋ねると、予想に反し
て N は無言でした。N が在日コリアンであることは後になって知りました。在日コリアンの人たちは、本名
（韓国・北朝鮮名）を使うと不利益を受ける恐れがあることを案じて通名（日本名）を使用していた背景が
あります。ただ、N は気の合う友だちの一人でしたし、私にとって N の出自は「関係ない」ことでした。 
 それから２０年後、N の出自と重なる出来事がありました。ネット上に書き込まれる在日コリアンへの誹
謗中傷、母校の高校の近くで起きたヘイトスピーチ。あり得ない理由を並び立てて攻撃するのです。ニュー
スで頻繁に取り上げられていました。ある女性の言葉が突き刺さりました。「自分は在日コリアンですが、ネ
ットを見ると北朝鮮や韓国に対するたくさんの差別があります。私はこの社会で生きていく自信がありませ
ん」。その後、法律をつくって対策が取られるようになったものの、今なおネットにあふれる誹謗中傷が放置
され、私たちが無自覚なままそれを受け流してしまう危うさを感じます。 
 私は在日コリアンとプラスの出会いをしました。体験をとおして「差別」「排除」は違うと思いました。た
だ、なぜ差別があるのか理由を知ろうとしなかったので、N の心の内には気づけませんでした。「名前２つあ
るん？」が突き刺さる言葉だったかもしれません。ネット上で語られる思い込みや偏見には「それホント？」
と疑ってみる必要があります。それともう一つは「そんなこと関係ない」で思考停止してしまうのは実は危
ういもので、「なぜ差別があるのか」に踏み込んで考える必要があると思います。 （学力・進路支援主事） 

 

 


